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ま え が き 

 
今日、我が国における労働市場の現状や推移に関して、様々な労働統計が整備されている。

これらの多くはデータ収集そのものを目的とした「調査統計」に基づいており、調査の目的

に照らして、調査票や調査時期、調査対象が設計・設定され、調査項目を網羅した集計結果

が定期的に公表されている。 
一方、いまひとつの重要な労働統計として、特定の行政目的を達成するために集められた

報告や記録などの情報から作成される「業務統計」がある。雇用関係の業務統計としては、

公共職業安定所の職業紹介業務に付随して収集される情報から、求人や求職、就職状況をと

りまとめた「職業安定業務統計」（厚生労働省職業安定局雇用政策課）などが代表的である。 
しかしながら、業務統計は、その本来の目的に照らして集計結果の詳細な公表を意図した

ものではない。業務上得られた情報の全てがデータ化されている訳ではなく、また労働市場

の状況把握に関する分析的な視点は必ずしも意識されていない。一方で、近年の我が国労働

市場は、若年失業や長期失業の問題、非正規労働者の増加等、構造的とも言える変化に直面

しており、これまでとは異なった視点からの労働市場の把握が必要となっている。 
以上のような背景から、本研究では厚生労働省職業安定局雇用対策課の研究要請を受け

て、業務統計を雇用・失業の現状分析にどのような形で活用できるかを検討することを目的

とした。具体的には、代表的な業務統計である「職業安定業務統計」に着目し、近年の労働

市場の変化を踏まえて、既存の求人・求職情報を利用した新たな集計案を提案するとともに、

今後の課題として、新たに追加収集すべき項目の提案や、業務統計の今後の活用に向けた課

題などを提示している。 
本報告書が、貴重な労働統計としての業務統計のさらなる活用に向けた一助となれば幸い

である。 
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